
名

　他の研究部会から活動が思うようにできなかったことについてのコメントをいただいたり、わんぱく

一年間を
振り返って

　＜活動報告書＞

イベントは一部行われたものの、感染予防を講じての開催であり、これまで通りの盛況にいま一つ

   （取材を兼ねる）

今年度は、新型コロナウイルスの影響を受けずに活動できると信じて臨みましたが、屋外での行事や

フェスティバルの歴史についての資料提供をうけたりと、皆さんの多大なご協力のおかげで、広報紙、

活動報告書を発行できたことに、心より感謝いたします。

活動紹介

　＜定例会＞

　＜各行事参加＞

しても31・32合併号として発行しようと、協議してきました。 

届きませんでした。止む無く中止となったものも多々あり、残念でなりません。 

　前期は中学校区、協議会とも事業活動が行われず、広報紙発行にいたりませんでした。後期は何と

　＜広報紙発行＞

活動内容

広 報 研 究 部 会

部　会　員　構　成　人　員 ２９

⚫原則前・後期計2号発行のところ、昨年同様、第31・32合併号として2,100部発行

⚫育成推進員の他、各町内会・自治会、学校、行政などに配布

※中学校区および協議会の活動に、ご理解・ご協力をいただくために発行

⚫令和3年度年間活動報告書950部

⚫育成推進員の他、各町内会・自治会、学校、行政などに配布

※23中学校区および協議会4研究部会の活動を紹介することで、地域活動活性の

参考にしていただくために発行

11月13日 非行防止キャンペーン

12月 7日 北下浦中学校区周辺で、次年度のウォークラリー大会に向けて、

シミュレーションを実施

12月21日 見守り隊パトロール

2月12日 講演会

2月12日 活動体験発表会

⚫原則1回/月実施（広報紙・活動報告書企画・編集、地域・協議会情報の共有など）

⚫コロナ感染対策のため、１月以降、リモート会議を随時開催して、広報紙・活動報

告書を編集

【リモート編集会議】
2022年当初から、リモート会議システムを利用して、広報

紙を編集しました。資料を共有できるので、こういった作業

には最適です。時間制限（1時間/回）がありますが、約45

分×2部構成とすることで、途中に10分程の休憩を挟むこ

とになり、集中力が持続でき、効率良く編集作業ができま

した。

【31・32合併号】
昨年度に引き続き、前後期合

併号としました。


